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論 文 の 要 旨 
 本論文は、「女性科学者」の「女性～」等、人間の女性を表わす合成語の前項要素で、積極的に「女性」で
あることを明示する言語形式を「女性標示語」と名付け、「女性標示語」の観点から、現代日本語のジェンダ
ー表現を研究するものである。具体的には、「女性科学者」「女子アナウンサー」「婦人警察官」「女流作家」「女
社長」「女医」等に見られる「女性～」「女子～」「婦人～」「女流～」「女（おんな）～」「女（じょ）～」の形
式をとりあげ、これらについて、次の三点を主な研究課題として、考察を進める。 
A 基本的に新聞のデータを用いて、主要な「女性標示語」の使用実態を明らかにする。 
B その使用実態と各「女性標示語」の意味、社会的背景との関連について考察する。 
C 現代日本語の「女性標示語」の意味特徴による分布を考察する。 
本論文は次の９章からなる。 
第 1章 本論文の研究背景と位置付け 
第 2章 「女性～」 
第 3章 「女子～」 
第 4章 「婦人～」 
第 5章 「女（ジョ）～」 
第 6章 「女流～」 
第 7章 「女（オンナ）～」 
第 8章 「男性標示語」 
第 9章 まとめと今後の課題 
第 1章では、言語におけるジェンダー研究史及び日本語における「女性標示語」に関する先行研究の概観、
そこでの課題の整理、本論文の位置付けを述べる。同時に、新聞記事を中心に行った調査結果をもとに、上記、
考察対象とする形式の「女性～」＞「女子～」＞「女～」＞「婦人～」＞「女流～」の順での使用状況を概観
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した後、本論文の研究方法、構成及び各章の概要について述べる。 
第 2章では、現在「女性標示語」の中で最も汎用性の高い「女性～」を取り上げ、先行研究による 1985年
～2006年のデータを踏まえながら、新たに行った 2010年以降の調査をもとに、「女性～」の使用状況の推移
を分析し、「女性～」が後続の語の接続制約が緩く、後項に多種多様な語が現れることを述べる。 
第 3章では「女子～」を取り上げ、「女子～」のおよそ 9割が「教育関連」の語に前接し、この他に「スポ
ーツ関連」＞「職業関連」の語への前接の順に出現することを明らかにする。そして、この使用状況の要因と
して、「女子」の「おんなのこ」「むすめ」という語義や、フェミニズム運動の影響、「メディア側のガイドラ
インの公布」「新聞の送り手側と受け手側に起きた変化」等の社会的要因が考えられることを指摘する。 
第 4章では「婦人～」を取り上げ、「婦人～」の使用が戦後から昭和末期にかけて徐々に増加し、平成元年
にピークを迎え、それ以降次第に減少していることを示す。またその使用変化には、「婦」の字形、「婦人」の
「成人女性」または「既婚者」という語義や堅苦しい語感、対語がないといった言語的要因の一方で、フェミ
ニズム運動がもたらした言語の性差別への批判と変革等の社会的要因も関与していることを主張する。 
第 5章では「女（ジョ）～」を取り上げる。「女～」を拘束形態素の「ジョ・ニョ・メ」と自由形態素の「オ
ンナ」に分け、前者を「女（ジョ）～」、後者を「女（オンナ）～」とし、ここでは「女（ジョ）～」につい
て考察する。考察の結果、「女（ジョ）～」は後続する要素が限られ、「音読み漢字」と結合するのが一般的で
あり、出現頻度の低い語では他の語への置き換えが起きていることを明らかにする。また、これは「女（ジョ）
～」が持つ「性別の一つ」という意味と拘束形態素という形態的特徴に深く関わっていることを述べる。 
第 6章では「女流～」を取り上げる。ここでは新聞記事の調査から「女流～」の使用が減少している実態を
示し、「女流～」が「芸術・技芸」、「囲碁・将棋」を生業とする女性によく使われ、この範囲に限定的で、他
ではほとんど使用されないことを明らかにする。そして、「女流～」が、「男流～」がない言語上の非対称性、
フェミニズム運動の影響、メディア側のガイドラインの公布という要因により使用を減少させる一方、社会・
文化的要素、改革時間の不足、プラス価値の語につくこと、固有の称号の特性、新聞固有の事情の五つの要因
により依然として一定量の使用を保っていると主張する。 
第 7章では自由形態素の「女（オンナ）～」を取り上げ、「女（オンナ）～」は、「女子～」や「女流～」に
後接する教育関連、スポーツ関連、芸術・技芸関連等の語とは一般的に結合しないこと、「女性～」に言い換
えられ、使用が減少していることを明らかにする。またこの形式の使用の減少は、「女（オンナ）～が」単独
用法の「女」の影響で性的ニュアンスを担い、女性標示語の体系内においても意味が特化されたことが要因で、
これにより、フェミニズム運動の影響や、その主張を取り入れた各種「表現ガイドライン」の実施で、「女性
～」への言い換えに結びついたためと分析する。加えて、第 5章で取り上げた拘束形態素の「女（ジョ）～」
に置き換えが生じた理由もフェミニズム運動の影響が大きいことを、先行研究の指摘を踏まえながら述べる。 
第 8章では、「女性標示語」との対照で「男性標示語」を取り上げる。「男性標示語」の使用状況の推移を分
析し、男性というジェンダーがどのように表現されているのかを考察する。ここでは戦後新聞紙面における「男
性標示語」の出現頻度が高くなったこと、各「男性標示語」が年を追って変化し、「男～」と「男子～」の割
合が低下したのに対し、「男性～」の割合が上昇したこと、「男流～」の用例が無いことを述べる。 
第 9章では前述の課題 Cに対応させ、第 2章以降の議論から、各女性標示語の意味特徴の異同を表に示し、
本論文の結論をまとめると共に課題となる今後の研究の方向について述べる。 
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
  本論文の研究対象となる「女性～」「女子～」等の形式は、従来、「女性冠詞」と名付けられ、日本語にお
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けるジェンダー研究の中で、性差別を表すものとして、研究が重ねられ、優れた知見が蓄積されてきた。し
かし、従来の研究は、ともすると性差別の存在に関する主張が強調される反面、現象の観察、記述の客観性、
実証性に、課題が残る点も否定できない。また、「女性冠詞」という用語についても、言語学で一般に使用
される「冠詞」とは異なり、その妥当性が問題となる。 
本論文は、当該の形式を新たに「女性標示語」と命名し、その使用実態を新聞記事、『現代日本語書き言
葉均衡コーパス』（BCCWJ）等の大量データに加え、日本語母語話者を対象とするアンケート調査をも実
施し、各形式の使用実態の推移、現状を巨視的な観点から捉えるだけでなく、個々の用例における使用環境
の精緻な観察を通し、徹底して実証的な分析、考察を行う。その上で、社会的要素をも含め、言語上の性差
別の観点から、改めて現象を考察する。こうした点で、本論文は先行研究の課題を乗り越えるものとして評
価できる。また、本論文は、類義語としての女性標示語間の意味特徴の異同を記述することで、各語の置き
換え可能性を説明しようとする。意味特徴での女性標示語の分布を捉えることは、個々の形式の使用実態を
説明するだけでなく、女性標示語全体の使用の推移を解明する上で、重要な視点となる。この意味でも、こ
の領域の研究に新たな視点を提起するものとして、本論文の貢献は小さくない。 
しかしながら、本論文に残された課題も少なくない。 
本論文ではデータの偏りを補うために、他のジャンルの資料を含むコーパスや日本語母語話者に対するア
ンケート調査等を併用してはいるが、考察の基礎となるデータの中心は新聞記事である。これは他の資料か
らは当該の用例が収集しにくい現実からの選択であるが、社会的状況を背景として表現が統制された新聞記
事は、それ自体、自然な言語使用とは言い難い。この点で、特に社会的要因が言語使用に影響を与える現象
を扱う本論文の考察データとしては、妥当性に疑問が残る。また女性標示語の意味特徴の分析においても、
意味特徴の抽出が恣意的に行われ、説得力に欠ける点があり、抽出された意味特徴の妥当性についても検討
の余地を残す。 
しかし、データについては、本論文にとどまらず、この領域の研究全体に共有されるものであり、意味特
徴の分析についても、その視点が明確に提起されたことによる意義が大きく、今後、著者が研究を進める上
で、精緻なものに進化していくものと期待される。その意味で、本論文が学位論文として十分評価に値する
ものであるという結論を揺るがすものではない。著者は中国語母語話者であるが、本論文の最後に示される、
中国語との対照を含めた、今後の課題は、日本語におけるジェンダー表現研究を多方面に展開、進化させる
もので、著者の今後の研究の発展が期待される。 
 
２ 最終試験 
  平成２６年１月２０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
